
緒 言

　１９８１年～８４年にはトビイロウンカ Nilaparvata 

lugens（Stål）のカーバメイト剤に対する感受性低下が

みられ（深町，１９８５），１９８８年～９０年にはカーバメイト

剤や有機リン剤との複合剤に対する感受性は回復した

（井上・深町，１９８９；牧野ら，１９９１）。１９９０年以降，ブプ

ロフェジン剤やエトフェンプロックス剤など効果の高い

本田防除剤および卓効を示す長期残効性箱施薬剤が登録

され，これらの薬剤の使用により，鹿児島県におけるト

ビイロウンカ被害の発生は目立たなくなった。ところが，

２００５と２００６年には８月下旬以降に，県内各地の普通期水

稲でトビイロウンカによる被害が発生した。この近年の

トビイロウンカの発生原因の一つに各種薬剤の効果の低

下が考えられ，防除対策を考える上で，薬剤感受性を把

握しておくことは重要である。そこで，本田防除剤に対

する薬剤感受性を早急に知る方法としてベルジャーダス

ター法を，箱施薬剤に対する薬剤感受性を知る方法とし

て幼苗浸根法を用い，２００５および２００６年に鹿児島県で採

集したトビイロウンカ個体群について調査した。なお，

２００５年鹿児島個体群の結果については既に福田（２００６）

が発表したが，ここでは２００６年の結果と併せて示した。

本文に先立ち，１９９９年に長崎県で採集した個体群を提供

していただいた 九州沖縄農業研究センター難防除害

虫研究チーム松村正哉博士に感謝の意を表する。

材 料 お よ び 方 法

　１．供試虫の採集時期および採集地

　２００５鹿児島個体群は２００５年９月に鹿児島市内の普通期

水田で，２００６鹿児島個体群は２００６年７月に鹿児島県南さ

つま市の普通期水田で採集した。１９９９長崎個体群は１９９９

年８月に長崎県諫早市内の普通期水田で成虫を採集し，

 九州沖縄農業研究センターで飼育後，２００６年に鹿児

島県農業開発総合センターに分譲された。

　２００５，２００６鹿児島個体群は採集後，１９９９長崎個体群は

 九州沖縄農業研究センターより分譲後にそれぞれイ

ネ芽出し苗を用いて２５±１℃，１４L１０Dの室内で累代飼

育した。

（ ）独

（ ）独

（ ）独

九 州 病 害 虫 研 究 会 報　 第５３巻 29

２００５年および２００６年に鹿児島に飛来した

トビイロウンカの薬剤感受性

福田　　健・井上　栄明・勝田　明敏・上和田秀美＊

（鹿児島県農業開発総合センター）

Insecticide susceptibility of the brown planthopper, Nilaparvata lugens that 
immigrated into Kagoshima in 2005－2006. Takeshi Fukuda, Hideaki Inoue, Akitoshi 
Katsuda and Hidemi Kamiwada＊（Kagoshima Prefectural Institute for Agricultural Development, 
Minamisatsuma, Kagoshima ８９９－３４０１, Japan）

　The insecticide susceptibility of the brown planthopper （BPH）, Nilaparvata lugens that 
immigrated into Kagoshima Prefecture in ２００５－２００６ was investigated using the bell－jar dusting 
chamber method. BPMC, etofenprox, silafluofen, dinotefuran and buprofezin－fthalide－flutolanil 
demonstrated good efficacy against BPH. The susceptibility of BPH to insecticides was evaluated 
using the young rice root dipping method conducted in seedling boxes. The BPH populations that 
immigrated into Kagoshima Prefecture in ２００５－２００６ were compared with those that immigrated 
into Nagasaki Prefecture in １９９９. Susceptibility to fipronil did not vary much between the ３ 
populations, while susceptibility to imidacroplid appeared to decline more apparently in the 
Kagoshima population than in the Nagasaki population.
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　２．検定方法

　ベルジャーダスター法：守谷・前田（１９７５）に準じて

行った。２～３葉齢のイネ幼苗を入れたサランネット張

り円筒ケージ（直径８．５cm，高さ２０cm）に供試虫を１

区１０～１２頭放飼し，各供試薬剤１００mg（２ kg/１０ａ相当

量）を減圧度２００mmHgで処理し，１分間静置した。無

処理区は減圧のみを行った。試験は３反復で行い，円筒

ケージは２５±１℃，１４L１０Dの室内に静置した。長翅雌

成虫については処理３０分後，処理６時間後まで１時間毎，

２４および４８時間後に，３～４齢幼虫については処理

２４，４８および７２時間後に死亡虫数を調査した。供試薬剤

は，長翅雌成虫についてはBPMC３．０％粉剤，エトフェ

ンプロックス０．５％粉剤，シラフルオフェン１９．０％粉剤，

ジノテフラン０．５％粉剤およびクロチアニジン０．５％粉剤

を，３～４齢幼虫についてはブプロフェジン１．５％・フサ

ライド２．５％・フルトラニル２．０％粉剤を用いた（第１表，

第２表）。２００５鹿児島個体群の長翅雌成虫については

２００５年１１月１～３日に，３～４齢幼虫を１２月１～４日に，

２００６鹿児島個体群の長翅雌成虫については２００６年７月３１

日～８月２日に，３～４齢幼虫を７月２４～２７日に試験を

実施した。

　幼苗浸根法：守谷ら（１９７３）の方法を改変して行った。

各薬剤とも１０倍希釈で４～５段階の濃度をとり，薬液を

直径３．５cm，高さ２cmの容器に５m l注入した。その後，

２～３葉齢のイネ幼苗を５本ずつ浸根し，２４時間後に長

翅雌成虫を８～１０頭放飼した。容器は虫の逃亡を防ぐた

めにサランネット張り円筒ケージ（直径８．５cm，高さ

２０cm）で被覆した。円筒ケージは２５±１℃，１４L１０Dの

室内に静置し，９６時間後の死亡虫数を調査した。２００５鹿

児島個体群については２００６年１月２４～３１日，２００６鹿児島

個体群および１９９９長崎個体群について２００６年８月１～４

日に試験を実施した。供試薬剤はフィプロニル４．４％水

和剤およびイミダクロプリド２０．０％水和剤の２剤であっ

た。
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第１表　ベルジャーダスター法によるトビイロウンカ長翅雌成虫の薬剤感受性

死亡率（％）供試
虫数

供試虫供試薬剤
４８hr２４hr６hr５hr４hr３hr２hr１hr３０min

１００９３．８５０．０１２．５３２２００５鹿児島個体群ａ）BPMC粉剤

１００９３．３２３．３３０２００６鹿児島個体群ｂ）

１００　９３．８７８．１３１．３６．３３２２００５鹿児島個体群エトフェンプロックス粉剤

１００　９０．０６６．７４３．３３．３３０２００６鹿児島個体群

１００　７６．７０００３０２００５鹿児島個体群シラフルオフェン粉剤

１００４６．７１０．００３１２００６鹿児島個体群

１００　９６．７８６．７７６．７６６．７６６．７３６．７１３．３３０２００５鹿児島個体群ジノテフラン粉剤

１００　９３．３８３．３８０．０２０．０３０２００６鹿児島個体群

１００　９０．０１３．３１３．３１０．０１０．０６．７３．３０３０２００５鹿児島個体群クロチアニジン粉剤

１００　９６．７３０．０１６．７１０．０６．７６．７００３０２００６鹿児島個体群

６．７００００００００３０２００５鹿児島個体群無処理

０００００００００３０２００６鹿児島個体群

a）２００５年に鹿児島市内の普通期水田で採種した個体群．　b）２００６年に鹿児島県南さつま市内の普通期水田で採種した個体群．

第２表　ベルジャーダスター法によるトビイロウンカ３～４齢幼虫の薬剤感受性

死亡率（％）供試
虫数

供試虫供試薬剤
７２hr４８hr２４hr

１００　２５．０６．３３２２００５鹿児島個体群ａ）ブプロフェジン・フラサイド・フルトラニル粉剤

１００　９６．７６３．３３０２００６鹿児島個体群ｂ）

１２．９１２．９６．５３１２００５鹿児島個体群無処理

２５．８２２．６１９．４３１２００６鹿児島個体群

a）２００５年に鹿児島市内の普通期水田で採種した個体群．　b）２００６年に鹿児島県南さつま市内の普通期水田で採
種した個体群．



結 果 お よ び 考 察

　１．ベルジャーダスター法

　長翅雌成虫に対する試験で，死亡率が１００％に達した

時間は，２００５鹿児島個体群でBPMC粉剤が３時間後，

エトフェンプロックス粉剤およびシラフルオフェン粉剤

が４時間後，ジノテフラン粉剤が２４時間後，クロチアニ

ジン粉剤が４８時間後であった（第１表）。２００６鹿児島個

体群では，BPMC粉剤が２時間後，シラフルオフェン粉

剤が３時間後，エトフェンプロックス粉剤およびジノテ

フラン粉剤が４時間後，クロチアニジン粉剤が４８時間後

であった（第１表）。また，幼虫に対してブプロフェジ

ン・フサライド・フルトラニル粉剤を処理した結果，

２００５および２００６鹿児島個体群のいずれも７２時間後で死亡

率が１００％に達した（第２表）。

　２００５年に熊本県に飛来したトビイロウンカのエトフェ

ンプロックス剤，クロチアニジン剤，ブプロフェジン剤

に対する感受性の低下は認められていない（行徳，

２００６）。２００５および２００６鹿児島個体群でも，供試した６

薬剤は全て１００％の死亡率に達しており，ほ場でも十分

な防除効果を発揮できると推測される。

　２．幼苗浸根法

　フィプロニル水和剤に対する２００５，２００６鹿児島個体群

および１９９９長崎個体群の死亡率は１０ppmおよび１ ppm

ではいずれも１００％，０．０１ppm以下では５０％に達しな

かった（第１図）。同一濃度における死亡率は２００５およ
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第１図　フィプロニル水和剤の濃度と死亡率の関
係．　a）１９９９年に長崎諫早市内の普通期
水田で採種した個体群．　b）２００５年に鹿
児島市内の普通期水田で採種した個体群．　
c）２００６年に鹿児島県南さつま市内の普通
期水田で採種した個体群．

第２図　イミダクロプリド水和剤の濃度と死亡率
の関係． a）１９９９年に長崎諫早市内の普通
期水田で採種した個体群．　b）２００５年に
鹿児島市内の普通期水田で採種した個体
群．　c）２００６年に鹿児島県南さつま市内
の普通期水田で採種した個体群．



び２００６鹿児島個体群に比べて１９９９長崎個体群で高い傾向

が認められたが，その差は小さく，３個体群の感受性に

大きな開きはないと考えられた。フィプロニル剤につい

ては行徳・口木（２００７）が２００５および２００６年に佐賀県に

飛来したトビイロウンカの感受性を局所施用法で調査し，

１９８３年採集個体群と差がないことを明らかにしている。

また，幼苗浸根法でも本剤に対する効果低下は認められ

ず，２００５および２００６年に本県に飛来した個体群に対して

もフィプロニル剤の効果は低下していないと判断された。

　２００５および２００６鹿児島個体群ではイミダクロプリド水

和剤に対する濃度別死亡率に明瞭な差はなく，１０ppm

で１００％，１ppmで８０％前後，０．１ppm以下で５０％以下で

あった。これに対して，１９９９長崎個体群の濃度別死亡率

は，１０から０．１ppmまで１００％を維持し，０．００１ppmまで

５０％以上であった（第２図）。２００５および２００６鹿児島個

体群と１９９９長崎個体群では，死亡率が１００％となる濃度

に１００倍の差があり，２００５および２００６鹿児島個体群の感

受性は１９９９長崎個体群に比べて明らかに低下しているこ

とが示された。２００５および２００６年に飛来したトビイロウ

ンカについては微量局所施用法や葉鞘浸漬法によっても

イミダクロプリド剤に対する感受性低下が認められてい

る（松村ら，２００７；行徳・口木，２００７）。２００２年までは

イミダクロプリド剤に対する感受性低下は認められてお

らず（永田・上室，２００２），２００３年以後にイミダクロプ

リド剤に対する感受性の低下したトビイロウンカ個体群

が飛来するようになってきていると考えられる。

　イミダクロプリド箱粒剤の稲体濃度は処理２０日後から

４５日後にかけて１/１００以下まで減衰することが示されて

いる（井上，１９９３）。１９９７年ではウンカ類に対する残効

は４５日以上とされ（上和田・鳥越，１９９８），稲体濃度が

低くなってもウンカ類に効果が高く，梅雨期間の断続的

な飛来虫を防除することが可能であった。ところが，

２００６年に飛来したトビイロウンカに対する残効は３０日未

満と短く（行徳・口木，２００７），高い濃度でしか効果を

発揮できなかった。このことから，６月上・中旬に処理

したイミダクロプリド箱粒剤は７月中旬に飛来するトビ

イロウンカに対して発生を抑制することが困難になって

いると考えられる。以上により，ベルジャーダスター法

で効果を認めた薬剤などによる８月以降のトビイロウン

カに対する本田防除が必要になると考えられる。
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